
町民の皆さまの一時帰宅がほぼ一巡したのを機に、議会として町内の被害状況の現地調査に入りました。

＊調査は、８月２２日移動バスの中で実施しました。

現地調査に向かう途中の倒木撤去作業

※単位は、マイクロシーベルト/時間
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議会活動経過報告（7/1～8/31） 



　災害対策特別委員会で課題の検討を議論しているが、その中でも緊急的に対応すべきとして以下の

項目について申し入れを行った。
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● 　被災町民への行政サービスに応えるため、条例改正を含め必要かつ適正に、支所、出張所

連絡所を設置すること。

　生活支援物資は、平等かつ早急に配布すること。

細野原発事故担当相への要望書提出

　全町民を対象とした定期的な内部被爆検査を早急に実施すること。

　ホールボディカウンターを診療所に設置すること。

　被災者の債務調査は、できる範囲で各団体を通し実態調査をすること。

　電話を含む窓口対応は、十分注意し誠意をもって対応すること。

　町が貸し出すフォトビジョンの内容を充実させること。

※　国への要望活動は、９月中旬に実施する予定で現在調整中です。

田村市での総決起大会

　町民が真に望むことは、放射性物質の除去である。国の責任において放射性物質を早急に

除去するよう求めること。その際、具体的な方法と工程表、さらには具体的な処理方法を速　

やかに開示するよう強く求めること。　

　放射線量の基準は、３月１１日以前の平常値とすること。

　避難町民の所在未確認者の確定作業を早急に進めること。

　仮設住宅等の自治会の早期設立を求める。

　仮設住宅入居予定者に対する丁寧な説明と予定工程表を開示すること。

８月３日、各町村の議長が上京し、当地域の現状への理解と早期の

復旧復興に向けた対応を求める「東日本大震災に関する要望書」を

関係大臣等及び県選出国会議員と東京電力に提出した。 

双葉地方町村議会議長会 

でも要望活動を実施

８月９日、田村市文化センターで、警戒区域等の各市町村と

伊達市の計１３市町村議会でつくる原発事故被災市町村議

会連絡協議会主催による総決起大会が開催され、県知事、

県議会議長や各議会の議員等約３００人が出席した。 

 原子力災害に関する賠償への対応などを求める特別決議

を採択し、県知事等に決議文を提出した。 
 

８月１２日、吉田数博議長を含む連絡協議会

の役員が上記の決議を持って上京し、内閣

府を訪れ細野原発担当相に要望書を提出し

た。担当相は損害賠償について「原子力賠

償支援機構を早急に整備し対応したい」と発

言した。この他関係大臣や東電社長に対し

ても要望書を提出した。 


